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(57)【要約】
　本発明は、ガラス転移温度が３５℃以上で、かつ分子
量が少なくとも３５，０００ｇ／モルのアクリル樹脂Ａ
、ガラス転移温度が５７℃以上で、かつ分子量が少なく
とも６０，０００ｇ／モルのアクリル樹脂Ｂ、及び、カ
ルダノールにより６０：４０の比に修飾された、分子量
が３０００で、かつヒドロキシル当量が約７２０のエポ
キシ樹脂を含むコーティング組成物に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ガラス転移温度が３５℃以上で、かつ分子量が少なくとも３５，０００ｇ／モル
のアクリル樹脂Ａと、
　（ｂ）ガラス転移温度が５７℃以上で、かつ分子量が少なくとも６０，０００ｇ／モル
のアクリル樹脂Ｂと、
　（ｃ）カルダノールにより６０：４０の比に修飾された、分子量が３０００で、かつヒ
ドロキシル当量が約７２０のエポキシ樹脂と、を含むコーティング組成物。
【請求項２】
　前記アクリル樹脂Ａが、メタクリル酸メチル、メタクリル酸ｎ－ブチル、メタクリル酸
イソブチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸プロピル、メタクリル酸ヘキシル、メタ
クリル酸エチルヘキシル、メタクリル酸２－エチルヘキシル、メタクリル酸シクロヘキシ
ル、他の脂肪族メタクリル酸エステル、及びこれらの組み合わせからなる群から選択され
る少なくとも２種類の（メタ）アクリル酸アルキルエステルのモノマーからなる群から選
択される、請求項１に記載のコーティング組成物。
【請求項３】
　前記アクリル樹脂Ａが、メタクリル酸メチルとメタクリル酸ｎ－ブチルとの組み合わせ
を含む、請求項２に記載のコーティング組成物。
【請求項４】
　前記アクリル樹脂Ｂが、メタクリル酸メチル、メタクリル酸ｎ－ブチル、メタクリル酸
イソブチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸プロピル、メタクリル酸ヘキシル、メタ
クリル酸エチルヘキシル、メタクリル酸２－エチルヘキシル、メタクリル酸シクロヘキシ
ル、他の脂肪族メタクリル酸エステル、及びこれらの組み合わせからなる群から選択され
る少なくとも２種類の（メタ）アクリル酸アルキルエステルのモノマーからなる群から選
択される、請求項１に記載のコーティング組成物。
【請求項５】
　前記アクリル樹脂Ｂが、メタクリル酸メチルとメタクリル酸ｎ－ブチルとの組み合わせ
を含む、請求項４に記載のコーティング組成物。
【請求項６】
　前記アクリル樹脂Ａが、組成物の全重量に対して１～２０重量％の量で存在する、請求
項１に記載のコーティング組成物。
【請求項７】
　前記アクリル樹脂Ｂが、組成物の全重量に対して１～３０重量％の量で存在する、請求
項１に記載のコーティング組成物。
【請求項８】
　前記エポキシ樹脂が、組成物の全重量に対して１～３０重量％の量で存在する、請求項
１に記載のコーティング組成物。
【請求項９】
　前記組成物が、乾燥剤、分散剤、充填剤、レオロジー調整添加剤、ゴム、及び溶媒から
なる群から選択される添加剤を含む、請求項１に記載のコーティング組成物。
【請求項１０】
　前記乾燥剤が、ナフテン酸コバルト、ナフテン酸カルシウム、ナフテン酸ニッケル、ナ
フテン酸マンガン、オクタン酸ニッケル、オクタン酸コバルト、オクタン酸ジルコニウム
、又はこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項９に記載のコーティング組
成物。
【請求項１１】
　前記乾燥剤がナフテン酸カルシウムである、請求項９に記載のコーティング組成物。
【請求項１２】
　前記乾燥剤が、組成物の全重量に対して０．１～５重量％の量で存在する、請求項９に
記載のコーティング組成物。
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【請求項１３】
　前記分散剤が、Ａｎｔｉｔｅｒａ　Ｕである、請求項９に記載のコーティング組成物。
【請求項１４】
　前記分散剤が、組成物の全重量に対して０．１～５重量％の量で存在する、請求項９に
記載のコーティング組成物。
【請求項１５】
　前記充填剤が、炭酸カルシウム、粉砕シリカ、ヒュームドシリカ、沈降シリカ、無水ケ
イ酸、タルク、粘土、炭酸マグネシウム、ブラックオキサイド、酸化チタン、鋳型用プラ
スタ、硫酸バリウム、酸化亜鉛、マイカパウダー、ベントナイト、ガラス粉末、ベンガラ
、カーボンブラック、グラファイト粉末、アルミナ、又はこれらの組み合わせからなる群
から選択される、請求項９に記載のコーティング組成物。
【請求項１６】
　前記充填剤が、組成物の全重量に対して１～１０重量％の量で存在する、請求項９に記
載の組成物。
【請求項１７】
　前記レオロジー調整添加剤がアエロジルである、請求項９に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記レオロジー調整添加剤が、組成物の全重量に対して１～１０重量％の量で存在する
、請求項９に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記溶媒が、キシレン、トルエン、酢酸ブチル、アセトン、メチルエチルケトン、メチ
ルイソブチルケトン；メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、ジアセトン
アルコールなどのアルコール、若しくは他の芳香族炭化水素系の溶媒、アルコール、又は
これらの混合物からなる群から選択される、請求項９に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記溶媒が、組成物の全重量に対して２０～８０重量％の量である、請求項９に記載の
組成物。
【請求項２１】
　前記ゴムが、組成物の全重量に対して０．１～２重量％の量で存在する、請求項９に記
載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクリル酸エステル－エポキシハイブリッド化学物質を含むコーティング組
成物に関する。より詳細には、本発明のコーティング組成物は、優れた耐腐食性、耐チッ
プ性、及び耐燃料油性を与えるコーティングフィルムを形成することが可能である。更に
、こうしたコーティングシステムは、低コーティング厚において促進される、高度に形状
適合性を有するシングルパックコーティングによる高い振動減衰性能を有する。本発明の
コーティング組成物は、プラマー処理した、又は／及びプライマー処理してない金属表面
に接着可能であり、幅広い周囲条件下でスプレー可能であり、自然空気乾燥条件で硬化可
能である。
【背景技術】
【０００２】
　車両のアンダーボディは、路面からの水にしばしば曝される。また、砂粒又はそれに似
た物質の硬い研磨性粒子は、水、特に塩分を含んだ水とともに、極めて過酷な環境を作り
出す。アンダーボディの構造部品は、腐食に対する防御の最前線を与えるために一般的に
コーティングされる。自動車のアンダーボディに錆及び腐食を生じる道路の塩分、水及び
衝突する道路破片による攻撃からアンダーボディを保護するため、自動車の金属製のアン
ダーボディにコーティングを施すことが一般的に行われている。したがって、アンダーボ
ディコーティングは、自動車の美観（特に車内の音響特性に関するもの）、耐久性、化学
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物質又は物理的衝撃に対する耐性、及びコストの面で極めて重要である。
【０００３】
　従来、自動車整備業界（ＯＥＭにおいてではなく）で使用されているアンダーボディコ
ーティングは空気乾燥性であり、シングルパックシステムである。現在、販売されている
製品の多くはアスファルトベースのものであり、その性能パラメータは極めて限定されて
いる。
【０００４】
　耐腐食、耐摩耗、及び消音特性を有する多くの他のアンダーボディコーティングも、当
該技術分野においてよく知られている。例えば、米国特許出願公開第２００２／００３８
６１５号は、アスファルトの水中エマルション又は分散液と充填剤とを含む組成物を提供
しており、基材の表面上でアスファルトエマルションを熱源に曝露することで基材上で組
成物を乾燥させる。しかしながら、アスファルトベースの製品は、耐燃料油性がいっさい
なく、耐摩耗性が低く、また車が整備又は修理される場合に整備工場で使用される汚れ洗
浄溶媒に対して影響を受けやすい。
【０００５】
　従来のアスファルト型の組成物のその他の深刻な問題点の幾つかは、これらは脆くなり
やすく、ひび割れを生じやすく、基材から分離して、腐食性の塩水を閉じ込めてこれを長
期間にわたって金属基材と接触状態に維持するポケットを形成する傾向を有することであ
る。
【０００６】
　主として熱硬化システムとして構成され、音響減衰特性を与えることを目的としたその
他の従来のアンダーボディコーティングの一部のものが、国際公開特許ＷＯ２００３／０
４７８１５１号、米国特許出願公開第２００５／００５１３８１号、米国特許出願公開第
２００９／０２９２０６６号、米国特許第６５５９１９３号において検討されている。こ
れらの従来のコーティングの教示とは容易に区別されるように、本発明において述べられ
るコーティング組成物は、空気乾燥させることが可能であり、優れた耐燃料油性及び極め
て高い耐摩耗性を与えるものである。
【０００７】
　更に、コーティング材料の多くのものは、耐腐食性などの基本的な要求事項を示すが、
優れた耐チップ性及び耐腐食性といった厳密なＯＥＭ（相手先ブランド名製造）の要求事
項が常に満たされない。アンダーボディコーティング製品は、すべての内部品質試験に合
格するものであるが、これらのコーティングは、極めて過酷な耐久性条件に曝されると特
定の問題を生じることが観察されている。例えば、自動車が整備又は修理されるたびに、
アンダーボディから汚れ及び煤を除去するために水ディーゼル燃料混合液による洗浄が行
われるディーゼル燃料洗浄プロセスに車両をさらすことが一般的に行われるが、これによ
りアンダーボディコーティングが軟化し、最終的には表面の剥離及びコーティングの薄片
化が引き起こされる。更に、広く用いられている塗布条件下での不安定な粘度は、垂れ、
オーバースプレー及び不均一なコーティングにつながる。したがって、これらの製品は、
過酷な処理条件下では破損しやすい。これらの製品が広く使用されていることを鑑み、こ
うしたコーティング組成物の製造者が、これらの製品の耐久性低下に対する保証責任を有
していることを考慮すると、この問題に付随する重要性は大であり、その結果として経済
コストは悪化せざるをえない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、従来の組成物にともなう問題点を解消又は緩和し、更に、低コストで、耐
腐食性、耐燃料油性及び耐摩耗／耐チップ性、加工性、並びに塗布性に関して高い性能を
与える効能に関するすべての要求事項を完全に満たす優れたアンダーボディコーティング
組成物が求められている。
【０００９】
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　本発明によれば、本発明者らによりそのように設計された自動車用のアンダーボディコ
ーティング組成物は、優れた耐燃料油性、優れた耐摩耗／耐チップ性、及び耐腐食性を提
供する。更に、本発明に述べられる組成物は、特に周囲条件下でそれ自体で速やかに乾燥
させることができ、車両のアンダーボディ基材に優れた接着性を示す。本組成物は、高度
に形状適合性を有するシングルパックコーティングシステムにより、様々な市場の塗布施
工に適合し、すぐに使用できる配合物を提供するように設計されたものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の目的は、以下の要求事項を同時に満たす特有の自動車アンダーボディコーティ
ング組成物を提供することにある。すなわち、
　○　優れた耐燃料油性（ディーゼル燃料及びガソリン）
　○　低フィルム厚において現状基準での高い耐摩耗性／耐チップ性
　○　低フィルム厚において優れた振動減衰特性
　○　周囲条件下での速やかな乾燥特性
　○　車体アンダーボディ基材に対する優れた接着性
　○　様々な市場の塗布施工に適合し、すぐに使用できる配合物
　○　腐食防止による長い耐用寿命
【００１１】
　本発明のコーティング組成物は、アクリル酸エステル－エポキシハイブリッド化学物質
に基づいたものである。本組成物は、Ｔｇ（ガラス転移温度）が４５～１００℃の範囲で
異なる、全配合物の固形分に基づいて１０～５０％の範囲のアクリル酸エステルポリマー
を主成分とする微粒子と、６００～８００のヒドロキシ当量及び約３０００の分子量を有
する、全溶液に対して３～５０％の範囲の修飾されたエポキシ樹脂とを含む。
【００１２】
　本発明によれば、自動車アンダーボディコーティング組成物は、同様の化学官能基を有
するが、ガラス転移温度及び分子量の異なる２種類の異なるアクリル樹脂の組み合わせ、
修飾されたエポキシ樹脂、１種類以上の乾燥剤、１種類以上の充填剤、レオロジー調整添
加剤、湿潤及び分散添加剤、硬化剤、腐食防止剤、及び紫外線抑制剤を含む。
【００１３】
　本発明の利用可能性の更なる範囲は、以下に与えられる詳細な説明より明らかとなろう
。しかしながら、当業者にはこの詳細な説明から発明の趣旨及び範囲内の様々な変更及び
改変が明らかとなるものであり、詳細な説明及び具体例は、本発明の実施形態を示すもの
ではあるが、あくまで説明の目的で与えられるものに過ぎない点は理解されなければなら
ない。上記の一般的な説明及び下記の詳細な説明はいずれも、あくまで代表的かつ説明的
なものに過ぎず、特許権利を主張している本発明を限定するものではない点は理解されな
ければならない。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　上記の発明の概要、及び以下の本発明の好ましい実施形態の詳細な説明は、貼付の図面
と併せて読むことでより深い理解がなされるであろう。本発明を説明する目的で、現時点
において好ましい実施形態を図面に示す。しかしながら、本発明は、図に示される構成及
び手段そのものに限定されない点は理解されなければならない。図中、
【図１】耐摩耗性の画像である。
【図２】耐燃料油性の画像である。
【図３】１ｍｍのクロスハッチ試験の画像である。
【図４】衝撃試験の写真である。
【図５】塗布の様子を示した写真である。
【図６】競合品の試験パネルのコーティング溶解を示す写真である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
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　本発明を記載及び特許権利を主張するに当たり、以下の用語を下記に記載する定義にし
たがって使用する。特に定義しない限り、本明細書において使用するすべての技術用語及
び科学用語は、本発明が属する技術分野の当業者により一般的に理解されるものと同じ意
味を有する。本発明に述べられるものと同様の、又は同等のあらゆる方法及び材料を本発
明の実施又は試行において使用することができるが、本明細書では好ましい方法及び材料
について述べる。本明細書において使用する以下の用語のそれぞれは、この項において関
連付けられる意味を有するものである。個々の構成要素、代用物、及び範囲について下記
に列記する特定かつ好ましい値はあくまで説明のためのものに過ぎず、こうした構成要素
及び代用物について他の定義される値、又は定義される範囲内の他の値を除外するもので
はない。
【００１６】
　本明細書において使用するところの単数形「ａ」、「ａｎ」及び「ｔｈｅ」は、文脈上
、そうでないことが明確に示されない限り、複数の指示対象を含むものである。
【００１７】
　本明細書において特定される異なる範囲内の数値の使用は、そうでないことが明確に示
されない限り、恰も記載される範囲内の最小値及び最大値の両方の前に「約」なる単語が
あるかのように近似値として表される。したがって、記載される範囲の上下の若干の変動
値を用いて、その範囲内の値と実質上同じ結果を実現することができる。更に、これらの
範囲の開示においては、その範囲の最小及び最大の端点を含む最小値と最大値との間のす
べての値を網羅する連続した範囲を意図している。
【００１８】
　「好ましい」及び「好ましくは」なる用語は、特定の状況下で特定の効果を与えること
が可能な本発明の実施形態のことを指す。しかしながら、他の実施形態もまた、同じ状況
又は他の状況下で、好ましい場合がある。更に、１つ以上の好ましい実施形態の記載は、
他の実施形態が有用でないことを示唆するものではなく、また、本発明の範囲から他の実
施形態を排除することを意図するものでもない。
【００１９】
　「上に」という用語は、表面又は基材上に塗布されたコーティングの意味において使用
される場合、表面又は基材に直接的又は間接的に塗布されたコーティングの両方を含むも
のである。したがって、例えば、基材を被うプライマー層に塗布されるコーティングは、
その基材上に塗布されるコーティングを構成する。
【００２０】
　したがって、本発明のコーティング組成物が、任意の種類の金属基材に塗布することが
できる点は当業者によれば認識されるところであるが、本発明のコーティング組成物は好
ましくは鉄表面上における使用に特に適しており、それとの関連において説明する。
【００２１】
　本明細書において「腐食」とは、金属における結合エネルギーを低下させるような電気
化学的プロセスとして定義される。腐食は、金属及びその性質の劣化をもたらす、物質、
通常は金属と、その環境との間の化学的又は電気化学的反応である。腐食の進行過程は陽
極反応プロセスであり、これにより金属溶解イオンが生成される。陽極部位で起きるプロ
セスは、金属イオンとしての金属の溶解であり、これらのイオンは錆などの不溶性の腐食
生成物に変換される。
【００２２】
　本組成物はアクリル樹脂ベースの組成物である。アクリル樹脂は、他のシングルパック
樹脂システムと比較してより速い乾燥速度及び優れた機械的強度を有することが知られて
いる。本組成物では、同様の化学官能基を有するが、ガラス転移温度及び分子量が異なる
２種類の異なるアクリル樹脂をこの配合中で用いる。
【００２３】
　本明細書の一実施形態によれば、本明細書のアンダーボディコーティング組成物は、少
なくとも約３５，０００ｇ／モルのより低分子量及び少なくとも２０℃のガラス転移温度
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を有する成分の１つを構成する、より低分子量のアクリル樹脂Ａを含む。このアクリル樹
脂Ａは、メタクリル酸メチル、メタクリル酸ｎ－ブチル、メタクリル酸イソブチル、メタ
クリル酸エチル、メタクリル酸プロピル、メタクリル酸ヘキシル、メタクリル酸エチルヘ
キシル、メタクリル酸２－エチルヘキシル、メタクリル酸シクロヘキシル、他の脂肪族メ
タクリル酸エステル、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される少なくとも２つ
の（メタ）アクリル酸アルキルエステルのモノマーの組み合わせである。この熱可塑性樹
脂は、室温でフィルム形成が生じる要因となっている。低いＴｇ（ガラス転移温度）を有
するこの低分子量樹脂は、熱可塑性フィルムに可撓性を付与する。これにより、良好な振
動減衰性が与えられる。アクリル樹脂Ａを構成する組み合わせとして最も好ましい（メタ
）アクリル酸アルキルエステルのモノマーとしては、これらに限定されるものではないが
、メタクリル酸ｎ－ブチルとメタクリル酸メチルの組み合わせが挙げられる。
【００２４】
　最も好ましいアルキルメタクリレートモノマーの組み合わせは、メタクリル酸ｎ－ブチ
ルとメタクリル酸メチルである。説明の目的で、メタクリル酸ｎ－ブチル及びメタクリル
酸メチルの化学表記を下記に開示する。
【００２５】
【化１】

【００２６】
　好ましくは、アクリル樹脂Ａは、組成物の全重量に対して、１～４０重量％、より好ま
しくは１～２０重量％、最も好ましくは約９重量％の量で存在する。
【００２７】
　本発明の別の実施形態によれば、本発明のアンダーボディコーティング組成物は、少な
くとも約６０，０００ｇ／モルのより低分子量及び約３５℃～９０℃のガラス転移温度（
好ましくはガラス転移温度は５７℃の範囲）を有する成分の１つを構成する、より高分子
量のアクリル樹脂Ｂを含む。このアクリル樹脂Ｂは、メタクリル酸メチル、メタクリル酸
ｎ－ブチル、メタクリル酸イソブチル、メタクリル酸エチル、メタクリル酸プロピル、メ
タクリル酸ヘキシル、メタクリル酸エチルヘキシル、メタクリル酸２－エチルヘキシル、
メタクリル酸シクロヘキシル、他の脂肪族メタクリル酸エステル、及びこれらの組み合わ
せからなる群から選択される少なくとも２種類の（メタ）アクリル酸アルキルエステルの
モノマーの組み合わせである。この熱可塑性樹脂は、より高い分子量のため、高強度のフ
ィルム形成が形成される要因となっており、用途に必要とされるより高い耐摩耗性も与え
る。アクリル樹脂Ｂを構成する組み合わせとして最も好ましい（メタ）アクリル酸アルキ
ルエステルのモノマーとしては、これらに限定されるものではないが、メタクリル酸ｎ－
ブチルとメタクリル酸メチルの組み合わせが挙げられる。
【００２８】
　好ましくは、アクリル樹脂Ｂは、組成物の全重量に対して、１～３０重量％、より好ま
しくは１～２０重量％、最も好ましくは約１６重量％の量で存在する。
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【００２９】
　「エポキシ樹脂」は、１，２－エポキシ部分が結合した中心の１乃至複数の有機部分の
種類によって一般的に記述される。このような中心部分の非限定的な例は、ビスフェノー
ルＡ、ビスフェノールＦ、ホルムアルデヒドとフェノール及び置換フェノールとのノボラ
ック縮合体、少なくとも２個の芳香族核を有する縮合体、トリアジン、ヒダントイン、並
びに、それぞれの場合にエポキシ樹脂の分子中のエポキシ部分と同じ数の水素原子が親分
子中のヒドロキシ部分から欠失した、少なくとも２個ずつのヒドロキシ部分を有する他の
有機分子から誘導されるものである。場合により、１，２－エポキシ部分は、上記に定義
した中心部分から、１個以上、好ましくは１個のみのメチレン基だけ離れていてもよい。
このようなモノマーのオリゴマーは、それら自身と、又は少なくとも２個ずつのヒドロキ
シル部分を有する他の有機部分と共に中心有機部分としても機能しうる。
【００３０】
　本発明において有用なエポキシ樹脂の非限定的な例としては、ビスフェノールＡ（特に
好ましい多価フェノールの種）、ビスフェノールＦ、ビスフェノールＡＤ、カテコール、
レゾルシノールなどの多価フェノールのグリシジルエーテルが挙げられる。
【００３１】
　アクリル樹脂Ａ及びＢは、ＣＮＳＬ（カシューナッツ殻液）樹脂から得られるカルダノ
ールにより６０：４０の比に修飾されたエポキシ樹脂と組み合わせて用いられる。
【００３２】
　カルダノールは、本発明において好ましいアルケニル置換フェノールである。カルダノ
ールは、カシューナッツ殻液から誘導されるメタ置換フェノールである。カルダノールの
一般的な構造表記は、以下に示すようなものである。
【００３３】
【化２】

　（式中、ｎは、アルケニル側鎖中に存在する炭素－炭素二重結合の数であり、一般的に
０、１、２又は３である。）複数の炭素－炭素二重結合がメタ位のアルケニル鎖中に存在
する場合、各炭素－炭素二重結合は共役していても、共役していなくともよい。上記の一
般化された構造を有する化合物を、エポキシ樹脂を修飾するために用いることが考えられ
る。
【００３４】
　好ましくは、エポキシ樹脂は、分子量３０００でヒドロキシル当量が約７２０である。
エポキシは、遊離水酸基により金属に対する優れた接着性を付与し、システムに良好な可
撓性を与え、優れた耐化学物質性を与える。エポキシ樹脂は、好ましくはエポキシエーテ
ル樹脂である。
【００３５】
　好ましくは、エポキシ樹脂は、組成物の全重量に対して、１～３０重量％、より好まし
くは１～２０重量％、最も好ましくは約１４重量％の量で存在する。
【００３６】
　組成物は、乾燥剤、分散剤、充填剤、レオロジー調整添加剤、及び溶媒からなる群から
選択される添加剤を含む。
【００３７】
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　乾燥剤の組み合わせを使用することで、液体状から乾燥フィルムへのコーティングの変
換が加速される。本明細書における「乾燥剤」なる用語は、乾燥物質を意味する。すなわ
ち「乾燥剤」とは、８～３０個の炭素原子を有する高級脂肪族酸の任意の金属塩、又は主
として酸化触媒として機能するナフテン酸（naphthanic acids）の任意の金属塩を意味す
る。乾燥剤は、有機酸の重金属石鹸である。多価金属の例としては、カルシウム、コバル
ト、銅、マンガン、鉛、鉄、バナジウムなどが挙げられる。好ましい乾燥剤の組み合わせ
の非限定的な例としては、ナフテン酸コバルト、ナフテン酸カルシウム、ナフテン酸ニッ
ケル、ナフテン酸マンガン、オクタン酸ニッケル、オクタン酸コバルト、オクタン酸ジル
コニウム、又はこれらの組み合わせからなる群から選択される。
【００３８】
　本発明との関連において用いられる最も好ましい乾燥剤の組み合わせの一部のものは、
下記からなる群から選択される。すなわち、
　１．ナフテン酸コバルト：「表面乾燥剤」として機能する。ナフテン酸コバルトは本来
酸化触媒であり、表面の皺を生じ、ひいては均一な乾燥を与える傾向を有する。
　２．ナフテン酸カルシウム：架橋剤として機能し、乾燥したフィルムの硬さ及びその接
着性を向上させる。
【００３９】
　本発明の実施形態の１つでは、乾燥剤組成物は、重量％を組成物の全重量に対するもの
とみなして、最大で５重量％、又は場合により最大で４重量％、又は場合により３重量％
の量で本発明の組成物中に存在する。好ましくは、本発明の有利な特性を正しく評価する
ため、耐腐食性組成物は、組成物の全重量に対して約０．１～１重量％の乾燥剤組成物を
含む。
【００４０】
　本発明の一態様によれば、本発明の組成物は、湿潤及び分散剤を含む。分散剤は、不飽
和ポリアミンアミドの塩及び低分子量酸性ポリエステルの溶液である。分散剤は、システ
ム全体に充填剤を均質に分散させる助けとなる分散剤として機能する。これは、分散プロ
セスを促進し、確実に微小粒径とすることによりバインダー溶液中の色素を安定化させる
分散剤の主な役割である。本発明との関連においては、好ましくは、湿潤及び分散剤は、
ＡｎｔｉＴｅｒａ　Ｕ／Ｂｙｋ　９０５６である。
【００４１】
　したがって、分散剤は、重量％を組成物の全重量に対するものとみなして、最大で５重
量％、又は場合により最大で４重量％、又は場合により３重量％の量で本発明の組成物中
に存在する。好ましくは、本発明の有利な特性を正しく評価するため、耐腐食性組成物は
、組成物の全重量に対して約０．１～５重量％の分散剤を含む。
【００４２】
　湿潤工程は、色素／充填剤の表面上の及び凝集体（水、酸素、空気）の内部の吸着物質
をバインダー溶液により置き換えることからなる。
【００４３】
　色素／充填剤を完全に湿潤させることにより、色素粒子とバインダーシステムとの間の
相互作用に極めて大きく依存する液体コーティングの技術的性能を高める助けとなる。色
素表面に吸着される分散剤添加物は、液体／固体界面の相互作用を促進し、空気／固体界
面を液体媒質／固体界面で置き換える助けとなる。
【００４４】
　充填剤：無機充填剤は、組成物中に微粉化された状態で存在する固体である。充填剤は
２つの役割を有する。一方で、充填剤は、従来の意味において製品のコストを下げ、充填
されていない製品と比較して、製品が隠蔽力（hiding strength）、被覆率などの向上し
た、又は追加的特性を有するようにする役割を有する。適当な無機充填剤の非限定的な例
としては、微粉化炭酸カルシウム（重質炭酸カルシウム、沈降炭酸カルシウム、表面処理
炭酸カルシウムなど）、粉砕シリカ、ヒュームドシリカ、沈降シリカ、無水ケイ酸、タル
ク、粘土、炭酸マグネシウム、ブラックオキサイド、酸化チタン、鋳型用プラスタ、硫酸
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バリウム、酸化亜鉛、マイカパウダー、ベントナイト、ガラス粉末、ベンガラ、カーボン
ブラック、グラファイト粉末、アルミナの単独のもの、又はこれらの１つ以上の組み合わ
せが挙げられる。本組成物中に用いられる最も好ましい充填剤としては、炭酸カルシウム
、ブラックオキサイド、及びタルクが挙げられる。好ましくは、これらの個々の充填剤の
それぞれは、組成物の全重量に対して約２～５重量％の範囲で組成物中に用いられる。
【００４５】
　本組成物中に充填剤として用いられる炭酸カルシウムが、コーティングの隠蔽力を高め
、システム全体に嵩を与えるのに対して、タルクはシステムの耐腐食性を促進する助けと
なる。ブラックオキサイドは、色及び耐紫外線性を付与する。
【００４６】
　好ましくは、組成物中の充填剤の量は、約２重量％以上、より好ましくは５重量％以上
である。組成物の望ましい加工性を実現するためには好ましくは、組成物中の充填剤の量
は、組成物の全重量に対して約１～１０重量％である。
【００４７】
　特定の用途に対する最終製品の流動特性を制御するためにコーティングの配合中にレオ
ロジー調整剤を加えることができることはよく知られている。本発明の改良されたコーテ
ィング組成物中に用いられるレオロジー調整剤は、垂れ防止剤及び流動性調整剤の両方の
機能を有利に行う。
【００４８】
　本発明のレオロジー添加剤は、コーティング組成物の垂れ防止性を向上させる。表面へ
の塗布後、コーティングは、コーティングが乾燥状態となるまで外観上好ましくない流れ
及び垂れを防止するために、乾燥プロセスの間に充分な粘度を維持しなければならない。
本発明との関連において用いられる最も好ましいレオロジー調整剤／添加剤は、アエロジ
ルである。本組成物中に用いられるアエロジルは、システム内にチキソトロピー性を確立
する助けとなるものであり、また、システム全体を安定化させ、沈降及び凝集を防止する
。
【００４９】
　好ましくは、組成物中のレオロジー調整添加剤の量は、約１～５重量％、より好ましく
は２重量％以上である。組成物の望ましい加工性を実現するためには好ましくは、組成物
中の充填剤の量は、組成物の全重量に対して約１～１０重量％である。
【００５０】
　本発明の組成物は、ゴムを含む。ゴムは、より高い音響減衰特性を与える助けとなるも
のであり、市場基準にしたがったテクスチャーを与える助けとなり、また、ある程度充填
剤として機能する。好ましくは、組成物中のゴムの量は、組成物の全重量に対して、約１
～１０重量％、より好ましくは約７重量％以下、最も好ましくは約０．１～２重量％であ
る。
【００５１】
　代表的な溶媒／希釈剤としては、これらに限定されるものではないが、キシレン、トル
エン、酢酸ブチル、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン；メタノー
ル、エタノール、プロパノール、ブタノール、ジアセトンアルコールなどのアルコール、
若しくは他の芳香族炭化水素系の溶媒、アルコール、又はこれらの混合物が挙げられる。
本発明との関連において最も好ましい溶媒としては、これらに限定されるものではないが
、キシレン、トルエン、及びジアセトンアルコールが挙げられる。溶媒は、コーティング
性及び密着性を与えるために用いられる。より詳細には、トルエンがより速やかな乾燥を
可能とし、乾燥時間を最適化するための溶媒として用いられるのに対して、溶媒としての
キシレンは、トルエンと比較した場合により遅い乾燥を可能とし、更にスプレーガンチッ
プの詰まりを防止する。ジアセトンアルコールは、アエロシルの極性が機能するように調
整するためにもっぱら用いられる。
【００５２】
　本発明の組成物中、溶媒は組成物の全重量に対して２０～８０重量％、より好ましくは
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４０～６０％、最も好ましくは約５０％の量で存在する。
【００５３】
　コーティング組成物は、従来、必要に応じて例えばプライマーにより予めコーティング
した基材、特に車体などの金属基材上に塗布されている。これらには詳細には、鋼鉄など
の車体の製造に使用される金属が含まれる。
【００５４】
　本発明は、従来のスプレーシステムによって容易に塗布することが可能な、改良された
アンダーボディコーティング組成物を提供する。他の塗布の態様としては、ローラーコー
ティング、はけ塗り、散布、フローコーティング、ディッピング、静電スプレーなどであ
る。
【００５５】
　本発明の組成物は、他の方法の中でもとりわけ、例えばスプレーコーティング、ブラシ
コーティング、ディップコーティング、ダイレクトロールコーティング、リバースロール
コーティング、カーテンコーティング、及びこれらの組み合わせなどの従来のコーティン
グ技術によって処理しようとする基材に塗布することができる。本発明の組成物はペイン
トスプレーガンによって塗布することが好ましい。
【００５６】
　本発明の組成物は、例えば２コート組成物のトップコートとして、ベースコートとして
の単一のコーティングとして、又は例えばプライマー層、ベースコート及び／又はトップ
コート層として多要素コーティングの層として塗布することができる。本発明の組成物は
、例えば、基材表面自体に直接塗布されるか、又は予め施された下層コーティング及び／
又は処理（例えば、所望の結果を得るために基材表面上に置かれた無機又は有機処理、プ
ライマー、及び／又はベースコート材料など）上に置かれるプライマー、ベースコート、
及び／又はトップコートとして有用である。
【００５７】
　本発明の好ましい一実施形態では、アンダーボディコーティング組成物は少なくとも、
　（ａ）少なくとも９重量％のＭｗ＝３５，０００ｇ／モル、Ｔｇ＝５１℃のメタクリル
酸ｎ－ブチル／メタクリル酸メチル組み合わせのアクリル樹脂Ａ、
　（ｂ）少なくとも１６重量％のＭｗ＝６０，０００ｇ／モル、Ｔｇ＝５７℃のメタクリ
ル酸ｎ－ブチル／メタクリル酸メチル組み合わせのアクリル樹脂Ａ、
　（ｃ）少なくとも１４重量％のエポキシ、
　（ｄ）少なくとも０．５０重量％の分散剤、
　（ｅ）少なくとも６重量％の充填剤、
　（ｆ）少なくとも１重量％のレオロジー添加剤、
　（ｇ）少なくとも５０重量％の溶媒、
　（ｈ）少なくとも０．１重量％の乾燥剤。
　を含み。重量％は、組成物の全重量に対するものである。
【００５８】
　上記の成分以外に、本組成物は、これらに限定されるものではないが、腐食防止剤、染
料、硬化剤、香料、紫外線吸収剤、消泡剤、帯電防止剤、増粘剤（例えば、キサンタンガ
ム、セルロース、メチルセルロース、ペクチンなど）を含む有効量の公知の添加剤を必要
に応じて含むことができる。これらの任意選択の成分を効果的に加えることによって、外
観、匂いを改変するか、又は既知の性能特性を有する任意選択の添加剤の添加によって組
成物に更なる特性を与えることができる。
【００５９】
　本発明の更なる一態様によれば、本発明による組成物でコーティングした試験金属パネ
ルに様々な試験を行って、耐油性、耐沸騰水性、耐衝撃性、耐エイジング性、耐腐食性、
耐摩耗性、減衰特性、耐ディーゼル燃料性、及び接着性などのパラメータの評価を行った
。
【００６０】
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　コーティングの耐油性は、高温のオイル中にコーティングした試験試料を部分的又は完
全に浸漬することによって試験される。この後、試験金属パネルを、コーティング組成物
の軟化、ブリスター形成、又は剥離について調べる。
【００６１】
　コーティングの耐水性は、高温の蒸留水又は脱ミネラル水中にコーティングした試験試
料を部分的又は完全に浸漬することによって試験される。異なる物質の水溶液を使用した
浸漬試験において装置及び手順を用いることができるが、この実施では水だけでの試験に
限定される。
【００６２】
　コーティングされた試料を、耐腐食性を有する容器中で、水中に部分的又は全体的に浸
漬する。曝露条件は、（ａ）水温、及び（ｂ）試験時間の長さを選択することにより変え
られる。水は、コーティングの特性及び水温に依存した速度でコーティングに浸透する。
色変化、ブリスター形成、接着性の損失、軟化、又は脆弱化といったあらゆる結果を観察
し、報告する。
【００６３】
　試験パネルの耐衝撃性は、重さ５００ｇ、直径０．５インチ（１．２７ｃｍ）の荷重を
、本発明のコーティング組成物でコーティングした金属試験パネル上に高さ５００ｍｍか
ら落下させることによって試験する。
【００６４】
　耐腐食性試験は、金属試験パネル及び本発明に基づいて調製した組成物のコーティング
について行う。より詳細には、耐腐食性試験は、塩分スプレー試験である。塩分スプレー
試験は、コーティングされた試料の耐腐食性を調べるために用いられる標準的な試験方法
である。腐食生成物の発生を所定の時間後に評価する。試験時間の長さはコーティングの
耐腐食性によって決まり、コーティングの耐腐食性が高いほど、試験において腐食の兆候
が認められない時間は長くなる。
【００６５】
　より詳細には、この試験方法は、予め塗装又はコーティングした試料の処理を、腐食、
腐食にともなうブリスター形成、スクライブマークにおける接着性の消失、又は他のフィ
ルム破壊に関する加速試験及び大気曝露試験、並びにそれらの後の評価試験について網羅
するものである。したがって、この方法は、基材、前処理若しくはコーティングシステム
、又はそれらの組み合わせの基本的な腐食性能を、腐食環境への曝露後に評価及び比較す
る手段を与えるものである。
【００６６】
　コーティング組成物の耐ディーゼル燃料性を評価するためには、本発明の組成物に耐デ
ィーゼル燃料性試験を行う。
【００６７】
　金属基材に対するコーティングフィルムの接着性の評価は、１ｍｍのクロスハッチ試験
により行う。これらの試験方法を用いて、基材に対するコーティングの接着性が一般的に
適切なレベルであるかどうかを決定する。
【００６８】
　本発明を、以下の実施例の項において更に説明する。この項は、本発明の理解を助ける
ために記載されるものであるが、その後に続く特許請求の範囲において記載される本発明
をいかなる意味においても限定することを目的としたものではなく、そのように解釈され
るべきではない。
【実施例】
【００６９】
　（実施例１）
　実施例１では、本発明のアンダーボディコーティング組成物の実施形態を例示する。表
１に示される配合物１は、本発明のコーティング組成物の一実施形態である。アンダーボ
ディコーティング組成物を表１に示される構成成分に基づいて調製した。
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【００７０】
【表１】

【００７１】
　（実施例２）
　全組成物を、２５℃～３０℃の室温で機械的に攪拌して調製した。回転数は、混合段階
及び全成分を添加した後の間に、３５００ＲＰＭの高速で３～５分間撹拌して充填剤を完
全に分散させ、所望のチキソトロピーを得た。
【００７２】
　ゴム１３ａ及びｂの両方を、必要な割合で取って、室温で２本ロールミル中で混合して
均一な混合物とした。秤量した量の混合ゴム（１３ａ及びｂ）を、秤量した量のトルエン
（１２）に溶化して完全に膨潤させるために、１２時間浸漬した。この後、膨潤したゴム
を１０００～１５００ｒｐｍで撹拌してペーストとした。秤量した量の溶媒（１０及び１
１）を混合容器中に取った。必要な量の樹脂Ａ（１）及びＢ（２）を秤量した。樹脂を、
５００～１０００ｒｐｍで連続的に攪拌しながら１０～１５分間かけて徐々に溶媒に加え
た。この後、速度を１５００～２０００ｒｐｍに上げて完全に溶解させた。分散剤（５）
を撹拌溶液に加えた。秤量した量の充填剤（６、８及び９）を撹拌混合液に加え、ＲＰＭ
を２５００に上げて均一に分散させた。５分後、ＲＰＭを５００に下げ、秤量した量のエ
ポキシ（３）を攪拌下で加えた。ＲＰＭを１５００に上げた。秤量した量の乾燥剤（４）
を加えた。次いで、ＲＰＭを５００に下げることによって工程２で調製したゴムペースト
（１３）を加え、ＲＰＭを２０００に上げて５分間、完全に混合した。最後に、ＲＰＭを
５００に下げ、アエロジル（７）を溶液に加えた。粉末が完全に均一化した後、速度を３
５００ｒｐｍに３～５分間上げて最終的な分散を行い、必要なチキソトロピー及び粘度を
得た。
【００７３】
　（実施例３）
　耐油性試験
　本発明に基づいて調製したコーティング組成物を、均一な厚さで試験金属パネルに塗布
し、５０℃のギアオイル中に３時間入れる３時間浸漬を行った。本発明の組成物でコーテ
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ィングされた試験金属パネルには、軟化、ブリスター形成、及び剥離は生じず、組成物は
高いオイル耐性を示した。
【００７４】
　（実施例４）
　耐沸騰水性試験
　本発明に基づいて調製したコーティング組成物を、均一な厚さで試験金属パネルに塗布
し、試験試料がその長さの約３／４が浸漬する深さまでタンクに水を満たした。試験パネ
ルを、沸騰水中に入れるコーティングパネルの３０分間浸漬を行った。本発明の組成物で
コーティングされた試験金属パネルには、軟化、ブリスター形成、及び剥離は生じず、組
成物は優れた耐水性を示した。
【００７５】
　（実施例５）
　耐衝撃性試験
　本発明に基づいて調製したコーティング組成物を、均一な厚さで試験金属パネルに塗布
し、パネルの裏側に直径０．５インチ（１．２７ｃｍ）の５００ｇの重りを５００ｍｍの
高さから落下させる衝撃試験を行った。本発明の組成物に剥離は生じなかった。
【００７６】
　（実施例６）
　耐エイジング性
　本発明に基づいて調製したコーティング組成物を、均一な厚さで試験金属パネルに塗布
し、８０℃に６日間、次いで－４０℃に２日間の後、５５℃で相対湿度９５％に数日間曝
露し、再び－４０℃に２日間、及び８０℃に３日間、曝露した。処理後、パネルを耐摩耗
性について調べた。本発明の組成物は、このサイクル後に１８ｋｇのナット落下耐性試験
に合格した。
【００７７】
　（実施例７）
　耐腐食性試験
　閉鎖試験チャンバからなる試験用装置内で試験を行い、塩溶液（主として塩化ナトリウ
ム溶液）をノズルによって霧化した。この手順により、チャンバ内に濃い塩水の霧の腐食
性環境が生じ、曝露された金属部品が加速された腐食雰囲気下で攻撃を受けることになる
。
【００７８】
　本発明の組成物で均一にコーティングされた金属試験片を、ＮＳＳ（中性塩スプレー）
として知られるＮａＣｌの標準５％溶液に曝露した。結果は、腐食生成物の発生が見られ
ないＮＳＳ中での試験時間として示した。
【００７９】
　本発明の試験を行ったところ、６００時間の塩スプレー試験に合格した。
【００８０】
　（実施例８）
　耐摩耗性試験
　本発明に基づいて調製したコーティング組成物を、均一な厚さで試験金属パネルに塗布
し、３ｍｍの六角真鍮ナットを２ｍの高さから４５°の角度で落下させることによりコー
ティング組成物の耐摩耗性を調べた。本発明の組成物でコーティングした試験パネルは、
２１ｋｇのナットの落下に合格し、これは、わずかに２～５ｋｇでこの試験に不合格とな
る現在市販されている製品よりもはるかに優れている。本発明の組成物により示される耐
摩耗性の画像表示を図１に示す。
【００８１】
　（実施例９）
　減衰特性
　本発明の組成物の減衰特性を、打撃ハンマーを使用し、７．５ｃｍ×１５０ｃｍのパネ
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った。
【００８２】
　（実施例１０）
　耐ディーゼル燃料性試験
　本発明に基づいて調製したコーティング組成物を、均一な厚さで試験金属パネルに塗布
し、ディーゼル燃料中に１２時間浸漬を行った。本発明の組成物でコーティングされた試
験金属パネルには、軟化、ブリスター形成、及び剥離は生じず、組成物は優れた耐ディー
ゼル燃料性を示した。しかしながら、現在、市販されている製品の多くは、ディーゼル燃
料との接触によりコーティングの軟化を示している。１５分間、延長した場合、コーティ
ングの全体が競合品の試験パネルから可溶化した。（図６に示す）
【００８３】
　（実施例１１）
　接着性試験
　この手順では、フィルム作製した切り込みを覆って感圧テープを貼着し剥離することに
より、金属基材に対するコーティングフィルムの接着性を評価する。本発明に基づいて調
製したコーティング組成物を、均一な厚さで試験金属パネルに塗布し、１ｍｍクロスハッ
チ試験を行った。剥離はいっさい認められなかった。
【００８４】
　表２に、市販製品に対する本発明のコーティング組成物の比較性能を示す。
【００８５】

【表２】

【００８６】
　当業者であれば、全体として捉える把握されるべき、この文書に示される記載内容を考
慮することで本発明を実施することが可能であろう。上記の発明を、明確な理解を目的と
して実例及び例示としてある程度詳細に説明したが、当業者であれば、付属の特許請求の
範囲内において一定の変更及び改変を行いうる点は認識されるであろう。本発明のより完
全な理解を与えるために多くの詳細及び例を記載した。本発明をその好ましい形態で開示
したが、本明細書に開示及び説明される本明細書の具体的な実施形態及び実施例は、限定
的な意味で捉えられるべきではない。当業者であれば、本説明文を考慮することで、本発
明が多くの方法で改変可能である点は直ちに明らかとなるはずである。本発明者によれば
、本発明の主題は、本明細書に開示される異なる要素、特徴、機能、及び／又は性質のす
べての組み合わせ、及び部分的組み合わせを含むものとみなされる。
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